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渋谷区民のためのチャリティーコンサート

都内中部朝日会渋谷ブロック会

実施期間

2005年～

実施地域

東京都渋谷区

活動概要

都内中部朝日会渋谷ブロック

会では、2005年秋から購読者を

対象に、オペラやバイオリン演

奏などのクラシックチャリティ

ーコンサートを実施、その入場

料の収益金の一部を渋谷区内の

公立小学校へ図書購入費用に充

て寄付する活動を続けている。

寄付は、教育委員会協力のも

と、年 1回、学校側へ事前に希

望図書を募ったうえで、書店か

ら届けている。

図書のほか、第 1回は地元社

会福祉協議会に車椅子 5台を寄

付している。複数の寄贈先から

は、感謝の手紙届けられている。

＊

都内中部朝日会渋谷ブロック会＝
渋谷区の朝日新聞系統の 8販売所
で組織。富岡憲義（とみおか・のり
よし）代表

◉

◉

◉
第一回の寄付先である、渋谷区社会福祉協議会からき
た受領書と掲載紙「shibuya社協だより」

■

・寄付をするためパンフ・チ
ケット・折り込みと全て手
作り。

・チケットを届ける際、郵便
を使わず各店の配布。
・出演者の出演料は車代の
み。

コンサート入場料の一部を
図書購入費として
区内小学校へ寄付

活動の特長■朝日新聞の読者向け折り込みチラシ■

渋谷朝日会チャリティーコンサート紹介■

第
一
回

名目 「第一回 渋谷区民のためのクラシックチャリティーコンサート」

日時 2005年10月25日

場所 白寿ホール（富ケ谷）300席

出演 篠崎功子（ヴァイオリン）篠崎史子（ハープ）

価格 3,000円　全席自由

販売 270席販売　全席完売

告知 朝日新聞の読者への折り込み

後援 渋谷区社会福祉協議会

寄付
内容

渋谷区社会福祉協議会に車椅子5台（16万円）現金40万円総額56万円。二回目
から寄付をこれからの子供たちへという方針を決定。区立の小学校への図書に決定。

第
二
回

名目 「第二回 渋谷区民のためのクラシックチャリティーコンサート」

日時 2006年（コンピューターデーター破損のため不明）

場所 白寿ホール（富ケ谷）300席

出演 篠崎功子（ヴァイオリン）篠崎史子（ハープ）

価格 3,000円　全席自由

販売 270席販売　全席完売

告知 朝日新聞の読者への折り込み

寄付
内容 渋谷区の区立小学校全20校各校3万円の総額60万を図書として寄付。

第
三
回

名目 「第三回 渋谷区民のためのチャリティーコンサート」

日時 2009年6月7日

場所 白寿ホール（富ケ谷）300席

出演 香川美智子、下園理恵、志茂征彦

価格 3,000円　全席自由

販売 270席中220席販売

寄付
内容 渋谷区の区立小学校20校各校1万円の総額20万を図書として寄付。

第
四
回

名目 「第四回 渋谷区民のためのチャリティーコンサート」

日時 2010年11月7日

場所 古賀記念館（代々木上原）220席

出演 香川美智子、櫻井淳、原島慈子

価格 3,000円　全席自由

販売 200席中180席販売

後援 渋谷区教育委員会

寄付
内容

渋谷区の区立小学校20校各校1万円の総額約20万を図書として寄付。2
回、3回、4回目は渋谷区教育委員会の協力のもと各校から図書のリクエス
トを取ってもらった。今後も年1回ペースで開催し小学校への図書の寄付
をしていく予定。

当日配布パンフ 
（第1回、第4回）
■
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熟年者の安心生活応援ネットワーク

江戸川区新聞販売同業組合

実施期間

2002年8月～

実施地域

東京都江戸川区全域

活動概要

江戸川区新聞販売同業組合は、

2002年 8月から 65歳以上の高

齢者世帯を対象に、同区の「熟

年者のための安心生活応援ネッ

トワーク」事業への協力を始め、

「新聞がポストに何日もたまって

いる」などの安否に異変を感じ

た場合に、江戸川区や民生委員

へ通報している。

このほか同組合では、「安全安

心パトロール隊」を結成して、

自分たちの街は自分たちで守る

精神で、新聞配達という機動力

を活かしたパトロールを続けて

いる。

＊

江戸川区新聞販売同業組合＝江戸
川区の全系統61販売所で組織。菊
池正和（きくち・まさかず）組合長

◉

◉

◉

江戸川区への協賛、寄贈、協力事項一覧■

① 毎年・継続 江戸川区区民まつり広告掲載協賛
（江戸川区生活振興部地域振興課コミュニティ係）

② 2年1回5〜6月配布 継続 くらしの便利帳広告掲載協賛（江戸川区経営企画広報課編集係）

③ 2010年5月11日 パソコン寄贈（江戸川区福祉部介護保険課）

④ 2006年7月 野外活動用ドーム型テント寄贈

⑤ 2005年2月2日 公園用ベンチ寄贈（江戸川区環境促進事業団）

⑥ 2004年5月7日 車いす5台寄贈

⑦ 2003年3月より
現在に至る

安心生活応援ネットワーク連絡会
（江戸川区すこやか熟年介護保険課）

⑧ 2004年12月6日 安全安心パトロール出発式
（江戸川区環境推進課・小岩、葛西、小松川各警察署協力）

読売新聞　2004年12月6日付

「広報えどがわ」2002年3月20日より

江戸川区と協力し、
高齢者の安否を気遣う活動と
自分たちで街を守るパトロール実施

啓もうチラシ（上：表面、下：裏面）■
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三重県鳥羽市あらしま地区こどもサポーターの会、
安楽島地区青少年育成会
毎日新聞鳥羽専売所 所長　中世古光正

実施期間

1997年4月～

実施地域

三重県鳥羽市安
あ

楽
ら

島
しま

地区

活動概要

三重県鳥羽市の毎日新聞鳥羽

専売所所長の中世古光正さんは、

1997年4月から地域防犯パトロ

ールや青少年を守るサポーター

の会を設立、登下校時に小学生

に声を掛けながら防犯活動を続

けている。

パトロールは、90年代後半か

ら鳥羽市でひったくりや空き巣

が頻発したことを受けての活動

である。

15年近くにわたる活動により、

地区全体としての犯罪発生は見

受けられなくなった。

＊

中世古光正（なかぜこ・てるただ）

◉

◉

◉

通学中の子どもたちとハイタッチする中世古所長（右）

中世古所長（左から2人目）

のぼり旗を設置
・ボランティアを募り、意識の再確認と子どもたちへの安心メッセージのために、毎月、
5の付く日（5・15・25）に校区各地に立てている。

「あらしま地区子どもサポータ
ーの会」のみなさんが見回りの
ときに着用しているジャンパー

鳥羽警察署にて感謝状を授与される中世古所長（左）

警察庁より貸与されたマグネット式の防犯用品100枚の貸与を受けた

「年末特別警戒取締り」並びに「年末の交通安全県民運動」出動式の模様

合言葉

地域の宝　どの子もうちの子
・いつでも　どこでも　誰でも　少しでも
・できることから　できるところまで

あらしま地区こどもサポーターの会

子どもたちを地域で守る
地域防犯パトロール活動
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ぷちエコ運動

中日新聞瀬戸支部販売店会

実施期間

2009年9月1日～

実施地域

愛知県尾張地域（瀬戸市、尾
お

張
わり

旭
あさひ

市、長
なが

久
く

手
て

町
ちょう

、名古屋市守

山区の一部）

活動概要

中日新聞瀬戸支部販売店会で

は、2009年9月から社会貢献の

一環として、ペットボトルのキ

ャップを回収し、リサイクル業

者、NPO法人を通じて、世界の

貧しい国の子どもたちにポリオ

ワクチンを提供している。

同販売店会発行のミニコミ紙

「中日ホームニュース」で読者に

呼びかけ、回収は各販売所が窓

口となり、キャップを回収する。

環境保護や再資源化にもつなが

る取り組みである。8月 23日現

在、411万3,200個（800個＝ワ

クチン1本）回収している。

当初の活動終了予定から、続

けてほしいとの地域の声を受け

て、現在も継続している。

＊

中日新聞瀬戸支部販売店会＝瀬戸
市、尾張旭市、愛知郡長久手町の
中日新聞系統28販売店で組織。三
宅慎介（みやけ・しんすけ）代表

◉

◉

◉

ぷちエコ運動について■

告知・収集
方法

告知は中日ホームニュース紙面で呼び掛けるとともに、瀬戸支部28店の各販売店
でポスターを提示。回収は各販売店が窓口となり、読者に50個単位で持ち込んで
もらう形で実施。店ごとに集計し、ある程度たまったら編集室に持ち寄る形式とした。

ワクチン寄付
までの流れ

読者→中日新聞販売店→編集室→リサイクル業者「名古路商事」（小牧市）→NPO
エコキャップ推進協会→NPO世界の子どもにワクチンを日本委員会→世界の子ど
もたちへ

経過 当初の運動終了予定日（2009年11月30日）までに、63万3,200個を回収。目標
をはるかに超える数になった。しかし「続けてほしい」という地域の声を受けて、
継続することを決定した。

現在 今年で3年目を迎え、2011年5月19日現在、回収総数は約361万9,200個となっ
ている。

〈備考〉
現在、エコキャップの売
上金を東日本大震災への
義援金としても活用して
いる。

「中日ホームニュース」
2009年8月28日付
（第493号）

ペットボトルキャップを回収することで
世界の貧しい国の子どもたちにポリオワクチン提供
地元住民から熱望される活動

エコキャップ回収の協力を呼びかけるチラシ■
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庄東タイムス

北日本新聞大門販売店 代表　村上　潔

実施期間

1947年8月16日～

実施地域

富山県射
い

水
みず

市

活動概要

富山県射水市の北日本新聞大
だい

門
もん

販売店代表の村上潔さんは、

前店主が始めた「庄
しょうとう

東タイムス」

の発行を引き継ぎ、1947年8月

16日創刊から毎月約4,000部を

64年間にわたり、一度も休むこ

となく発行している。

村上代表を含む 4人のスタッ

フが独自に取材、編集して、タ

ブロイド判 2 ページにまとめ、

朝刊に折り込んでいる。通算

850号を越えている。

地域にきめ細かく目配りした

ニュースは、人間関係が薄れが

ちな現代社会においてふるさと

のぬくもりを伝え、地域コミュ

ニティーの活性化に寄与してい

る。

＊

村上　潔（むらかみ・きよし）

◉

◉

◉

64年にわたり地域情報を提供する庄東タイムス■

創刊時からの「庄東タイムス」をひも解きながら、
思い出を語る村上代表（右）とむつ子夫人

店頭に掲げられた「庄東タイムス」のプレートを指
し示す村上代表（右）

庄東タイムスの編集作業を行う村上代表（中央）と取材スタッフたち

2011年8月31日付
（第854号）

1947年8月16日付（創刊号）1面

地域情報を64年間、
一度も休むことなく継続して発行
地域コミュニティーの活性化に寄与

2面


